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松
香
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三
八
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○
円
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（
後
藤
敦
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東
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語
大
学
ア
ジ
ア
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ア
フ
リ
カ
雷
語
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員
）

会
　
　
蟹

　
平
成
十
五
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日
（
日
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
講
演
は
平
雅
行
、
石
原
潤
の
両
氏
に

よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に
終

わ
り
ま
し
た
。

鎌
倉
幕
府
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
雅
行
氏

現
代
中
国
の
集
市
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原

潤
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

平
成
十
五
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

鎌
倉
幕
府
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て

平

雅
　
行

　
本
研
究
の
課
題
は
、
①
鎌
倉
幕
府
の
東
国
で
の

宗
教
政
策
、
お
よ
び
②
鎌
倉
幕
府
の
畿
内
権
門
寺

社
政
策
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
第
一
に
こ
れ
ま
で
日
本
中
世
の
宗

教
政
策
研
究
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
鎌
倉

仏
教
が
民
衆
仏
教
で
あ
る
と
い
う
誤
断
の
た
め
申

世
の
宗
教
政
策
研
究
は
ほ
と
ん
ど
空
白
状
況
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
通
史
的
把
握
を
困
難
に
し
て
き

た
。
顕
密
体
制
論
の
登
場
に
よ
っ
て
、
中
世
成
立

期
の
朝
廷
の
政
策
研
究
は
～
定
の
進
展
を
み
せ
た

が
、
幕
府
の
宗
教
政
策
論
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で

あ
る
。
本
報
告
は
そ
の
状
況
の
打
破
を
目
指
し
て

い
る
。
第
二
は
、
鎌
倉
幕
府
の
延
暦
寺
政
策
が
顕

密
体
制
論
の
成
否
を
左
右
す
る
論
点
に
浮
上
し
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
佐
々
木
馨
氏
は
、
鎌
倉
幕
府

と
延
暦
寺
と
の
関
係
が
＝
触
即
発
の
危
機
状

況
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
拠
に
、
①
東
国
と
西
国

で
は
体
制
仏
教
の
あ
り
方
が
根
本
的
に
異
な
っ
て

い
る
、
②
黒
田
俊
雄
氏
の
い
う
顕
密
体
制
は
西
国
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の
仏
教
体
制
に
す
ぎ
な
い
、
と
批
判
し
た
。
実
際
、

顕
密
体
制
論
は
畿
内
近
国
の
権
門
寺
杜
を
素
材
と

し
て
い
る
だ
け
で
、
東
国
仏
教
界
を
組
み
込
ん
だ

議
論
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
東
国
仏
教
を
包
摂
し

た
顕
密
体
制
論
を
再
構
築
す
る
た
め
に
も
、
幕
府

の
寺
社
政
策
の
解
明
は
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
東
国
鎌
倉
で
の
山
門
出
身
者
に

対
す
る
対
応
を
み
て
み
よ
う
。
佐
々
木
氏
は
鎌
倉

時
代
の
鶴
岡
別
当
に
延
暦
寺
出
身
僧
が
い
な
い
こ

と
を
根
拠
に
、
幕
府
が
山
門
排
除
政
策
を
と
っ
て

い
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
鎌
倉
の
中
核
寺
院
た

る
鶴
岡
八
幡
・
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
の
三
別
当
は

東
密
・
寺
門
・
山
門
で
分
掌
さ
れ
て
い
る
し
、
将

軍
護
持
僧
二
一
名
（
確
認
分
）
の
う
ち
束
密
は
六

名
、
山
門
は
六
名
、
寺
門
は
五
名
、
不
明
四
名
で

あ
る
。
ま
た
鎌
倉
で
宗
教
活
動
を
し
た
権
僧
正
以

上
の
僧
侶
は
六
八
名
確
認
で
き
る
が
、
う
ち
東
密

が
二
八
名
、
山
門
が
工
～
二
名
、
寺
門
が
一
六
名
、

禅
宗
一
名
と
な
っ
て
い
る
し
、
北
条
氏
出
身
の
僧

侶
五
八
名
を
み
て
も
東
密
が
～
数
名
、
山
門
が
八

名
、
寺
門
二
四
名
、
そ
の
他
一
二
名
と
な
っ
て
い

る
。
東
国
仏
教
界
か
ら
の
延
暦
寺
出
身
僧
の
排
除

は
事
実
と
し
て
確
認
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
佐
々
木
馨
氏
の
研
究
に
は
、
も
う
一

つ
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策

の
段
階
差
を
無
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府

は
宗
教
政
策
を
一
一
度
転
換
し
て
い
る
が
、
氏
に
は

そ
の
こ
と
が
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
幕

府
の
宗
教
攻
策
を
概
観
す
る
と
、
源
氏
将
軍
の
時

代
は
鶴
岡
・
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
・
大
慈
寺
な
ど

将
軍
御
願
寺
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
将
軍
重
縁
の

時
代
に
な
る
と
、
山
門
も
含
め
京
都
か
ら
大
量
の

顕
堆
紅
が
下
向
し
て
人
的
充
実
が
図
ら
れ
た
。
そ

し
て
鎌
倉
仏
教
界
の
発
展
を
背
景
に
、
東
密
の
幕

府
僧
が
東
寺
・
東
大
寺
な
ど
畿
内
権
門
寺
院
の
三

宮
職
に
進
出
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
宮
騒
動
（
＝
～
四
六
年
）
で
将
軍
権

力
が
得
宗
に
敗
れ
た
こ
と
は
、
鎌
倉
の
仏
教
界
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ま
で
鎌
倉
仏
教
界

の
整
備
は
将
軍
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
た

め
、
多
く
の
顕
密
僧
は
将
軍
方
と
な
り
北
条
得
宗

に
敵
対
し
て
呪
咀
紐
革
を
行
っ
た
。
そ
の
苦
い
体

験
か
ら
北
条
時
頼
は
宗
教
政
策
を
大
き
く
転
換
さ

せ
た
。
そ
し
て
、
①
鎌
倉
の
顕
密
仏
教
界
を
縮
小

さ
せ
て
東
密
僧
の
京
都
進
出
を
停
止
す
る
、
②
顕

密
僧
に
代
わ
っ
て
蘭
渓
道
隆
や
忍
性
な
ど
の
禅
律

僧
を
重
用
す
る
、
③
顕
密
仏
教
の
中
で
は
寺
門
派

が
圧
倒
的
な
優
位
に
た
ち
、
そ
の
影
響
で
幕
府
の

延
暦
寺
政
策
は
峻
厳
な
も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
し

幕
府
は
延
麿
寺
の
堂
舎
造
営
・
神
輿
造
替
に
協
力

す
る
な
ど
の
宥
和
策
も
と
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階

に
あ
っ
て
も
完
全
な
延
暦
寺
敵
視
攻
策
に
踏
み
切

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
は
再
度
の
政
策
転
換
を
幕
府
に

迫
っ
た
。
異
国
降
伏
の
祈
騰
体
制
を
構
築
す
る
た

め
幕
府
は
再
び
密
教
重
視
に
転
換
し
、
鎌
倉
の
顕

密
仏
教
界
は
爆
発
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
し
て
、

①
北
条
氏
や
将
軍
子
弟
が
顕
密
仏
教
界
に
大
量
進

出
し
、
彼
ら
が
鎌
倉
仏
教
界
の
中
核
と
な
る
、
②

幕
府
僧
は
延
暦
寺
・
東
嵩
・
東
大
寺
・
園
城
寺
・

醒
醐
寺
な
ど
に
大
量
進
出
し
て
、
畿
内
権
門
寺
院

を
席
巻
し
た
、
③
幕
府
僧
の
ト
ッ
プ
ニ
名
が
延
暦

寺
・
園
城
寺
の
長
官
と
な
っ
た
た
め
、
前
代
の
よ

う
な
園
城
寺
鐵
贋
策
は
影
を
潜
め
る
、
④
鎌
倉
の

幕
府
僧
は
建
武
政
権
の
崩
壊
後
、
室
町
幕
府
の
武

家
護
持
僧
と
な
っ
て
お
り
、
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政

策
は
室
町
幕
府
に
継
承
さ
れ
た
。

　
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
鎌
倉
幕
府
と
延
暦
寺
と
の

関
係
を
非
和
解
的
対
立
と
捉
え
る
佐
々
木
氏
の
議

論
に
は
、
実
証
的
根
拠
が
な
い
と
結
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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現
代
申
国
の
集
市
に
つ
い
て

石
　
原

潤

　
革
命
後
の
中
国
で
は
、
社
会
主
義
化
政
策
に
よ

り
、
都
市
の
商
業
は
原
則
国
営
化
さ
れ
、
農
村
部

の
流
通
は
供
錆
合
作
社
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

伝
統
的
集
塵
は
、
「
資
本
主
義
の
尻
尾
」
と
し
て
、

特
に
同
臭
」
の
政
策
が
と
ら
れ
た
大
躍
進
期
や
文

革
期
に
は
、
自
留
地
や
家
庭
内
副
業
と
共
に
、
禁

止
さ
れ
た
り
、
強
く
抑
制
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
む
し
ろ
商
品
流
通
の

停
滞
と
農
民
生
活
の
逼
迫
を
も
た
ら
し
た
と
考
え

ら
れ
、
調
整
期
に
は
集
市
の
再
活
性
化
が
報
じ
ら

れ
、
ま
た
改
革
開
放
期
に
は
そ
の
育
成
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
G
・
W
・
ス
キ
ナ
ー
の
推
計
で
は
、
革
命
直
前

に
中
国
全
体
で
五
万
八
千
五
百
余
の
集
市
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
が
、
計
颪
経
済
期
を
通
じ
て
そ
の
数

は
減
少
し
、
銀
器
～
四
万
台
で
推
移
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。
改
革
開
放
政
策
後
は
、
一
転
し
て
そ
の

数
は
急
増
し
、
一
九
七
九
年
に
三
万
八
千
九
百
余

で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
七
年
に
は
八
万
七
千

百
余
と
な
り
、
そ
の
売
上
高
も
急
伸
し
、
小
売
販

売
額
の
過
半
を
占
め
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
集

結
の
近
況
を
、
論
者
が
…
九
九
五
～
九
七
年
に
行

っ
た
河
爾
省
濠
州
市
域
の
都
市
部
と
農
村
部
の
集

市
の
実
態
調
査
に
基
づ
き
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
人
ロ
約
一
八
○
万
の
大
都
市
鄭
州
市
区

に
は
、
七
九
の
集
市
が
市
街
地
内
に
ほ
ぼ
均
等
に

配
俄
さ
れ
、
住
民
は
一
～
二
㎞
以
内
の
徒
歩
ま
た

は
自
転
車
で
の
移
動
で
、
い
ず
れ
か
の
愚
管
に
到

達
し
う
る
。
集
市
は
工
商
行
政
管
理
局
の
裏
張
所

で
あ
る
工
商
所
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
毎
日
開
か
れ
、

そ
の
多
く
は
街
路
沿
い
の
露
店
、
上
屋
（
頂
棚
）
、

小
店
舗
（
房
）
、
屋
内
売
場
（
庁
）
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
露
天
市
場
（
馬
路
市
場
）
か
ら

「
庁
房
市
場
」
へ
の
、
「
退
路
冥
慮
」
政
策
が
採

ら
れ
て
お
り
、
市
区
内
で
は
九
四
年
ま
で
に
過
半

が
庁
房
市
場
化
し
て
い
た
。

　
集
市
の
売
り
手
は
、
工
商
所
よ
り
出
店
許
可
証

を
得
、
管
理
費
を
払
っ
て
店
を
書
す
。
工
商
所
は

市
場
内
に
業
種
毎
の
出
店
場
所
を
指
定
し
て
い
る
。

市
区
の
大
部
分
の
集
市
は
生
鮮
食
料
口
㎜
を
中
心
と

し
、
一
部
の
比
較
的
大
き
な
買
繋
は
食
料
品
に
加

え
て
衣
類
や
雑
貨
な
ど
の
工
業
製
品
を
扱
う
。
売

り
手
は
老
若
男
女
を
含
み
、
多
く
は
事
実
上
の
私

営
小
商
人
で
、
国
営
企
業
の
退
職
・
休
職
者
や
、

河
南
省
南
部
農
村
地
域
か
ら
の
出
稼
ぎ
農
民
が
多

い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
集
市
の
買
い
手
は
、
周

辺
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
住
民
で
、
生
鮮
食
料
品
の

ほ
と
ん
ど
全
て
と
、
衣
類
な
ど
日
常
必
需
品
の
一

部
を
集
市
に
依
存
し
て
い
る
。

　
一
方
、
農
村
部
の
集
市
を
登
封
市
（
旧
登
封

土
）
域
を
例
に
採
り
検
討
す
る
と
、
域
内
の
人
口

六
〇
万
人
に
対
し
て
、
二
一
カ
所
に
集
市
が
あ
る
。

や
は
り
工
商
所
の
管
理
下
に
道
路
敷
や
一
部
は
広

場
で
開
か
れ
、
「
退
路
進
庁
」
の
程
度
は
遅
れ
て

い
る
。
多
く
は
隔
日
に
開
か
れ
、
奇
数
日
か
偶
数

日
を
市
日
と
す
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
内
に
旬
（
黒

田
）
に
一
回
又
は
二
回
の
門
大
野
」
の
日
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
一
一
重
の
定
期
性
を
持
つ
。

　
販
売
さ
れ
る
商
晶
は
、
食
料
品
に
加
え
、
工
業

製
品
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
（
修
理
、
仙
立
、
軽
食

等
）
か
ら
な
り
、
都
市
部
の
集
市
と
比
べ
て
、
後

二
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
販
売

者
は
青
壮
年
層
を
申
心
と
す
る
男
女
で
、
農
民
が

自
家
生
産
物
を
売
る
場
合
の
他
に
、
「
農
民
」
身

分
で
は
あ
る
が
市
営
業
の
小
商
人
化
し
て
い
る
者

が
目
立
つ
。
彼
ら
は
三
輪
自
転
車
や
バ
ス
を
利
用

し
、
平
均
営
門
㎞
を
移
動
し
、
多
く
が
複
数
の
市

に
出
店
す
る
。
築
市
の
買
い
手
は
、
周
辺
住
民
一

般
で
あ
り
、
月
に
七
回
程
度
、
平
均
五
㎞
を
徒
歩

又
は
自
転
車
で
移
動
し
、
最
寄
り
の
市
に
や
っ
て

来
る
。
購
買
品
は
、
食
料
の
割
合
が
相
対
的
に
低
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＜
、
工
業
製
品
の
割
合
が
高
い
。
買
い
手
の
参
集

圏
が
郷
鎮
の
境
域
を
越
え
る
こ
と
は
少
な
く
、
郷

鎮
域
が
人
民
公
社
の
領
域
を
受
け
継
い
で
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
人
民
公
祉
が
集
市
の
市
場
圏
を

範
域
と
し
て
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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